
ろ２

支
那
金
石
學
概
要
石
刻

第
一
、
刻
石
と
碑
の
別

第
三
、
縮
典
諸
刻
と
記
事
諸
刻
の
別

第
二
、
造
像
と
査
像
の
別

　
　
　
　

第
三

　

経
典
諸
刻
と
記
事
諸
刻
の
別
（
椿
）

　

佛
教
・
道
教
の
石
経

　

支
那
に
於
け
る
佛
教
経
典
は
後
漢
の

明
帝
の
時
、
築
摩
騰
に
よ
っ
て
翻
詳
や
ら
れ
た
『
四
十
二
章
経
』

に
始
ま
る
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
近
人
梁
啓
超
は
こ
の
況
の

妄
な
る
こ
と
を
辨
じ
、
支
那
謬
経
の
第
一
人
は
安
世
高
を
推
す

べ
き
で
あ
る
と
な
し

心

。
若
し
然
ら
ば
後
漢
の
末
に
至
っ
て
、

始
め
て
支
那
詳
佛
典
が
存
す
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
而
し

て
魏
・
晋
以
来
は
謬
者
腫
を
接
し
、
隋
・
唐
時
代
に
至
っ
て
は
、

佛
経
蔚
然
と
し
て
大
に
備
は
る
こ
と
ｘ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

①
改
造
三
巻
十
二
跨
、
梁
啓
超
「
佛
敦
之
初
輪
入
」
。
譚
者
は
未
だ
改
造

　
　

誌
を
見
ざ
れ
ど
も
、
梁
氏
の
こ
の
論
文
は
「
飲
冰
室
専
集
」
五
十
二

　
　

に
牧
む
。
但
し
こ
の
問
題
に
就
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ス
ペ
Ｅ
氏

　
　

（
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｒ
i
　
Ｍ
ａ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
ｏ
）
に

塚馬

　
　
　
　

衡

本

　

善

　

隆

　

譚

註著

　

Ｉ
.
ｅ
　
ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
ｅ
　
ｅ
t
　
l
'
ａ
ヨ
ｂ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
l
'
Ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｉ
ｅ
ｕ
i
-
　
Ｍ
ｉ
ｎ
ｇ

　
　
(
Ｂ
Ｅ

　

Ｆ
Ｅ
〇
’
Ｘ
・
ｓ
一
〇
）

が
あ
り
、
日
本
に
も
論
著
が
少
く
な
い
。
此
に
は
一
々
列
車
せ
ぬ
。

　

佛
経
の
刻
石
は
、
元
魏
に
始
ま
り
、
高
膏
に
盛
と
な
り
、
金
・

元
以
後
に
こ
の
風
漸
く
焙
む
に
至
る
。
但
し
清
の
葉
昌
熾
の

『
語
石
』
四
に
は
、
（
年
月
の
陥
瞼
の
あ
る
）
刻
経
の
賓
例
は
、

高
斉
宇
文
周
の
時
の
も
の
が
始
で
あ
る
と
な
し
、
ま
た
孫
星
后
・

趙
之
謙
二
氏
の
『
訪
破
録
』
の
却
を
辨
正
し
て
ゐ
る
。
然
し
趙

氏
の
゛
補
裏
宇
訪
碑
録
』
Ｊ
に
は
ヽ
「
北
魏
永
安
二
年
Ｊ
娩
五
史

同
百
除
人
造
経
記
」
が
あ
り
、
奥
式
芥
の
『
榛
古
録
』
四
に
は

「
東
魏
武
定
四
年
皿
作
五
金
剛
経
」
が
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
元
魏
の
時
代
か
ら
既
に
石
刻
佛
経
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
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jひ

れ
る
の
で
あ
る
。

　

（
口
葉
昌
熾
は
孫
氏
『
訪
碑
録
』
泰
二
に
北
魏
刻
と
す
る
無
年
月
の
『
金

　
　

剛
般
若
紺
』
は
、
賞
は
宋
元
の
刻
な
り
と
正
し
、
趙
氏
『
補
訪
碑
録
』

　
　

巻
二
に
東
魏
刻
と
す
る
山
東
歴
械
の
無
年
月
『
大
涅
槃
鋏
掲
』
は
、

　
　

脊
刻
な
り
と
な
し
て
ゐ
る
。

　

佛
経
石
刻
の
種
類
は
三
種
に
分
ち
得
る
。
一
に
曰
く
摩
尼
、

二
に
曰
く
碑
、
三
に
曰
く
憧
で
あ
る
。

　

摩
圧
刻
紺
は
斉
・
周
に
盛
で
あ
っ
た
。
山
東
、
河
北
、
山
西
、

第
十
一
圖
(
Ｆ
ｉ
ｇ
.
　
１
１
)

　

河
南
賓
山
大
住
聖
窟
寺

河
南
の
諸
省
に
最
も
多
い
。
泰
安
の
泰
山
、
狙
抹
山
、
部
類
の

‰
余
蟹
ヽ
苗
ヽ
‰
（
砦
）
ヽ
霖
・
脳
（
″
）
ヽ

遼
鴛
屋
昧
心
（
心
）
ヽ
迄
０
０
賓
山
（
″
）
１
１
ヽ
々
な

そ
の
最
も
著
し
き
も
の
で
あ
る
。
字
の
大
た
る
も
の
は
尺
節
、

小
な
る
も
の
も
径
寸
、
た
ゞ
深
山
幽
谷
に
あ
つ
て
拓
を
と
る
の

に
困
難
で
あ
る
篤
に
、
完
全
な
拓
本
は
入
手
し
難
い
。

④
泰
山
の
中
腹
石
縮
略
に
存
す
。
経
は
『
金
剛
般
若
縮
』
に
し
て
、
九

　

百
餓
字
を
現
存
す
。
狙
徐
山
の
『
大
般
若
縮
』
と
共
に
北
斉
の
王
子

　

椿
の
書
と
せ
ら
る
。

④
侃
採
山
光
化
諏
寺
の
東
方
映
佛
巌
に
存
し
、
「
般
若
波
羅
蜜
縮
主

　

冠

　

軍
許
軍
梁
父
脂
令
王
子
格
」
「
・
武
平
元
年
（
西
紀
五
七
〇
）
」
等
の
銘
記

　

が
あ
っ
て
、
侃
柿
山
の
南
方
に
あ
っ
む
梁
父
噺
の
令
、
王
子
椿
が
中

　

心
と
な
っ
て
造
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑤
尖
山
は
噺
城
の
東
北
に
あ
り
、
一
に
大
佛
嶺
と
云
ひ
、
ま
仁
大
歩
頂

　

嶺
に
作
る
。
刻
縮
は
『
般
若
縮
』
で
あ
り

　
　

大
沙
門
慰
安
興
漢
大
丞
相
京
兆
章
賢
十
九
世
孫
州
主
簿
象
治
中
僕

　
　

軍
将
軍
膠
口
長
史
口
唯
州
刺
史
興
祀
子
深
妻
徐
息
欽
之
休
兄
等
。

　
　

同
刊
縮
佛
於
昌
邑
之
西
拝
嶺
參
山
里
。
于
時
天
降
車
跡
四
轍
地
出

　
　

踊
泉
一
所
故
記
。
大
斉
武
平
六
年
歳
乙
未
六
月

　

の
記
存
し
、
ま
た
「
縮
主
口
口
書
冊
昌
王
唐
昌
妃
趙
」
の
文
字
も
存

　

す
る
。
北
響
堂
山
に
あ
る
唐
邑
の
刻
縮
願
文
に
開
建
せ
し
め
て
考
へ

　

ら
る
べ
き
で
あ
る
。
（
山
左
金
石
志
、
鄭
噺
志
）
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μ

　
　

④
小
敵
山
以
下
の
三
山
は
、
新
械
の
北
方
或
は
東
北
方
に
存
す
。
小
餓

丿

　
　
　

山
に
は
北
周
大
象
元
年
の
『
匡
詰
刻
経
頌
』
あ
り
、
葛
山
、
岡
山
に

　
　
　
　

は
大
象
二
年
の
牢
記
が
存
す
る
。
『
山
左
金
石
志
』
巻
十
、
『
光
緒
鄭

　
　
　
　

噺
績
志
』
巻
十
參
照
。

　
　
　

⑦
所
謂
北
響
堂
山
に
あ
る
も
の
で
、
北
斉
・
唐
昌
（
北
有
書
四
十
）
の
刻

　
　
　
　

縮
願
文
も
存
し
。
彼
が
「
（
棒
迦
）
一
吾
の
所
誕
を
恚
く
名
山
に
勧
せ

　
　
　
　

ん
」
と
志
し
、
こ
の
鼓
山
石
窟
之
所
に
於
い
て
、
『
維
摩
詰
経
』
・
『
勝

　
　
　
　

鬘
縮
』
・
『
索
経
』
『
弼
勧
成
佛
縮
』
各
一
部
を
天
統
四
年
（
西
紀
五
六

　
　
　
　

八
）
三
月
か
ら
武
乎
三
年
（
五
七
二
）
五
月
ま
で
四
年
銘
の
間
に
刻
し

　
　
　
　

た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
詳
細
は
常
盤
大
定
・
関
根
貞
『
支
那
佛
数

　
　
　
　

史
蹟
三
』
更
に
最
近
の
周
密
な
調
査
報
告
た
る
水
野
清
一
・
長
廣
敏

　
　
　
　

琳
『
響
堂
山
石
窟
』
（
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
出
版
）
を
參
照
す

　
　
　
　

べ
し
。

　
　
　

⑧
『
太
平
宸
宇
記
』
に
『
郡
國
志
』
を
引
い
て
、
‘
「
遼
山
新
屋
眸
燈
、
高

　
　
　
　

有
之
初
、
鍋
山
腹
、
寫
一
切
棒
紅
於
此
」
と
あ
る
も
の
に
常
る
。
葉

　
　
　
　

昌
熾
は
こ
の
摩
慶
の
互
幅
縦
横
岬
丈
の
も
の
を
得
て
ゐ
る
が
、
そ
の

　
　
　
　

字
は
方
狸
寸
ば
か
り
の
筆
力
瞼
勁
な
る
も
の
、
縮
は
『
華
巌
縮
成
就

　
　
　
　

品
』
で
あ
る
と
云
ふ
。
（
語
石
倦
四
）

　
　
　

雷
妥
こ
護
器
）
が
開
皇
中
に
開
繋
せ
る
大
仕
聖
窟
を
中

　
　
　
　

心
に
『
大
集
縮
月
蔵
分
』
『
摩
冥
摩
耶
縮
』
『
法
華
縮
』
『
涅
槃
経
≒
誹

　
　
　
　

鬘
紺
』
等
の
一
節
を
初
め
、
『
付
法
蔵
傅
』
の
傅
法
二
十
四
祀
名
や
、

　
　
　
　

ま
た
Ｆ
十
五
佛
、
五
十
三
佛
等
の
佛
名
等
を
刻
す
。
常
盤
・
関
根
『
支

　
　
　
　

那
佛
教
史
蹟
』
三
參
照
。

　
　
　
　

経
碑
は
太
學
石
経
の
例
の
如
く
、
石
を
琢
い
て
碑
と
な
し
、

行
を
分
ち
列
を
分
っ
て
経
文
を
刻
し
て
ゐ
る
。
こ
の
類
の
も
の

で
は
、
房
山
四
皿
皿
に
代
表
的
な
も
の
を
見
得
る
。
隋
大
業
中

晒
廸
一
（
言
僣
静
珀
が
佛
堅
蔵
を
刻
ま
ん
と
志
し
、
僅
か
に

　

『
大
涅
槃
経
』
を
成
就
し
て
卒
し
た
。
そ
の
徒
導
公
・
儀
公
・
逞

公
・
法
公
が
相
徨
い
で
こ
れ
を
つ
く
り
、
石
室
に
蔵
め
た
。
遼

の
聖
宗
、
興
宗
、
道
宗
が
ま
た
皆
鏡
を
賜
ひ
経
碑
を
績
造
せ
し

め
、
洞
中
に
列
置
し
、
入
口
石
扉
の
椙
に
鍼
を
熔
し
濯
い
で
鋼
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jが

閉
し
て
し
ま
っ
た
が
、
扉
を
通
し
て
洞
内
に
経
碑
の
充
膚
し
て

ゐ
る
の
を
う
か
ゞ
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
今
は
た
ゞ
雷
１
　
の
一
洞

の
み
が
開
い
て
ゐ
て
入
り
得
る
。
通
行
の
拓
本
は
皆
こ
の
洞
の

も
の
で
あ
る
。
経
碑
は
此
外
に
も
山
東
、
河
南
な
ど
に
も
所
々

に
あ
る
が
、
残
閥
の
も
の
が
多
く
て
房
山
の
完
全
な
る
に
及
ぶ

　
　
　
　
　
　

⑩

も
の
で
は
な
い
。

⑩
馬
氏
の
こ
の
章
の
記
毬
は
、
多
く
『
語
石
』
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

房
山
の
項
も
亦
然
り
。
そ
の
所
逍
に
多
少
の
誤
も
認
め
ら
れ
る
。
房

　

山
（
石
紋
山
）
の
貴
地
調
査
報
告
と
し
て
は
、
Ｇ
.
　
Ｂ
ｏ
ｕ
i
l
l
a
r
ｄ
;
　
Ｓ
ｈ
ｅ

　

Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｈ
ｅ
ｎ　
＾
推
す
べ
く
、
ま
た
そ
の
石
刻
佛
経
そ
の
他
の
漬
物

　

に
就
い
て
は
課
註
者
等
の
『
房
山
雲
居
寺
研
究
』
（
東
方
學
報
京
都
第

　

五
珊
副
刊
）
に
詳
密
で
あ
る
。

　

純

心
四

制
は
八
面
柱

八
時
に
は
六
面
｀
或
は
四
面
の
も
の
も

あ
り
、
ま
た
十
面
の
も
の
も
あ
る
）
で
上
に
蓋
が
あ
り
、
下
に

座
が
あ
る
。
大
た
る
も
の
は
一
丈
に
達
し
、
小
な
る
も
の
は
径

一
尺
位
か
ら
あ
る
。
多
く
陀
羅
尼
経
を
刻
ん
で
居
り
、
唐
時
代

を
以
て
最
も
盛
と
す
る
。
清
の
葉
昌
熾
は
唐
以
来
の
拓
本
を
多

第十Ξ圖(Fig. 13）河南鄭州開元寺鯉韓

数
に
集
蒐
し
、
そ
の
居
を
「
五
百
経
憧
館
」
と
名
け
て
を
り
、

そ
の
著
『
語
石
』
に
は
、
経
瞳
を
論
す
る
こ
と
詳
か
で
あ
に
咽

向
映
西
人
は
「
石
柱
」
と
秘
し
、
俗
に
は
ま
仁
「
八
樗
碑
」
と
云
っ
て

　

ゐ
る
。
栓
の
各
面
上
部
に
造
像
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
「
八
俤
頭
」
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むa

　

と
も
云
ふ
。
唐
人
は
多
く
賓
帷
と
云
ひ
ま
だ
花
嘘
と
も
記
し
て
ゐ
る
。

　

遼
金
時
代
に
は
多
く
「
頂
憧
」
と
云
ひ
、
ま
包
多
く
雄
勝
陀
羅
尼
を

　

刻
し
て
ゐ
る
か
ら
「
傘
勝
牧
子
」
と
も
云
つ
て
ゐ
る
。

⑩
『
語
石
』
巻
四
紺
憧
八
則
。
葉
昌
熾
は
『
語
石
』
に
そ
の
所
蔵
の
経

　

帷
六
百
怒
迎
に
建
し
て
ゐ
る
と
記
し
て
居
り
、
ま
だ
彼
の
熱
心
な
蒐

　

集
ぶ
り
は
、
近
頃
出
た
彼
の
『
縁
督
廬
日
記
抄
』
に
就
い
て
見
る
こ

　

と
が
出
来
る
。
付
日
本
に
於
け
る
紺
牧
に
就
い
て
の
論
述
に
は
、
松

　

本
文
三
郎
「
紺
栓
」
逮
皿
四
皿
な
ど
が
あ
る
。

　

以
上
三
種
類
の
刻
経
の
外
に
も
、
な
ほ
別
の
時
刻
の
陰
側
に

　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

刻
し
て
ゐ
る
も
の
、
造
像
に
刻
し
て
ゐ
る
も
の
、
浮
圖
に
刻
し

　
　
　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

て
ゐ
る
も
の
、
檀
柱
に
刻
し
て
ゐ
る
も
の
な
ど
種
類
は
甚
だ
多

い
が
、
こ
れ
等
の
石
は
皆
刻
経
の
篤
に
造
っ
た
も
の
で
は
た
く

「
附
刻
之
経
」
と
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

⑩
例
へ
ば
山
東
省
泗
水
脂
泉
林
に
あ
る
北
愕
皇
建
元
年
（
西
紀
五
六
こ

　

の
大
斉
郷
老
雄
孝
義
筒
脩
羅
之
碑
に
は
『
維
摩
総
見
阿
閤
佛
閥
品
』

　

を
刻
す
。
（
山
左
金
石
志
巻
十
、
八
瓊
室
金
石
補
正
泰
二
十
一
、
支
那

　

佛
敦
史
蹟
一
等
）

⑩
武
周
長
安
二
年
（
七
〇
二
）
の
李
弼
徽
造
像
碑
（
在
山
東
省
金
郷
螺
纂

　

里
腹
寺
）
は
、
碑
面
を
三
勝
に
分
ち
、
上
１
　
に
佛
像
を
刻
し
、
中
１
　

　

に
『
般
若
心
細
』
を
刻
し
、
下
層
に
銘
文
を
刻
す
（
山
左
金
石
志
泰

　

十
一
）
。
ま
た
唐
天
賓
八
載
（
七
四
九
）
の
丁
思
趨
造
像
（
在
江
蘇
省
詐

　

嘸
）
の
陰
に
も
『
般
若
心
細
』
を
刻
し
て
ゐ
る
。

面
唐
祁
龍
年
問
（
七
〇
五
一
七
〇
七
）
の
修
だ
寺
尼
真
空
造
浮
図
銘
の
陰

　

に
は
『
陀
羅
尼
呪
』
を
刻
し
、
王
才
賓
の
浮
岡
頃
に
は
、
そ
の
前
に

　

『
般
若
心
経
』
を
刻
し
て
ゐ
る
（
語
石
谷
四
浮
図
一
則
）
。

⑩
例
へ
ば
房
山
雷
音
洞
の
柱
に
は
多
数
の
小
佛
と
共
に
佛
名
鎧
の
佛
名

　

を
刻
し
て
ゐ
る
（
第
十
二
圖
參
照
）
。

　

凡
そ
こ
の
各
種
の
佛
経
碑
は
或
は
一
人
一
家
の
所
造
も
あ
り

或
は
群
力
を
合
せ
て
っ
く
れ
る
も
の
も
あ
り
、
殊
に
久
し
い
年

月
を
経
過
し
て
そ
の
費
用
も
っ
'
i
A
か
な
く
な
っ
て
ゐ
る
も
の
も

あ
っ
「
「
方
法
師
結
石
班
経
記

『
（
作
七
四
）
、
晋
昌
公
唐
邑
寫

‰
（
門
辿
）
、
員
裂
ｍ
（
″
似
）
々
に
誉
万
余

情
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
所
刻
ｏ
本
は
、
或
は
字
句
互

ひ
に
異
る
あ
り
、
或
は
詳
本
不
同
た
る
お
り
、
或
は
ま
た
憚
截

未
収
の
も
の
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
若
し
偏
く
こ
れ
等
を

拓
し
て
大
蔵
経
本
と
校
勘
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
功
は
敦
煌
寫
経

の
下
に
あ
る
も
の
で
は
た
い
。

⑥
安
陽
善
底
村
の
流
水
北
崖
に
存
す
。
全
文
「
八
瓊
室
金
石
補
正
」
二

　

十
一
に
牧
む
。
北
１
　
研
究
院
考
古
組
は
、
民
國
二
十
四
年
に
こ
の
地

　

方
の
調
査
を
な
し
、
そ
の
簡
略
な
報
告
が
同
院
の
『
院
務
彙
報
』
第

　

七
巻
第
四
期
に
出
て
ゐ
る
。
拙
稿
『
三
階
数
資
料
雑
記
』
（
支
那
佛
敦

　

史
學
一
ノ
ー
）
參
看
。

（
聊
註
⑦
參
照
。
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⑩
註
④
參
照
。

　

謀
・
裂
盾
・
中
葉
に
智
入
難
訟
皿
艶
艶

習
い
）
ヽ
隋
以
前
に
は
な
七
且
つ
所
刻
の
経
数
も
亦
遠
く
佛

経
の
多
き
に
鳶
よ
ば
な
い
。
今
流
傅
し
て
ゐ
る
所
を
以
て
考
ふ

る
に
、
僅
か
に
『
黄
帝
陰
符
経
≒
老
子
道
徳
経
≒
常
清
浄
経
』

『
消
災
護
命
経
』
『
生
天
得
道
経
』
『
北
方
員
武
経
』
『
九
幽
抜
罪

心
印
妙
経
』
『
昇
玄
総
』
『
日
用
妙
総
』
『
洞
玄
経
』
等
の
敷
種

あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

『
陰
符
経
』
に
は
左
の
二
本
が
あ
る
。
共
に
宋
刻
に
し
て
長
安

叩
荒
山
木
泰
一
葦
（
頌
ｏ
）

Ｂ
宋
刻
一
、
も
と
高
宗
御
書
の
二
撞
が
あ
っ
た
が
、
今
は
其

　

一
を
存
す
。
無
年
月
、
杭
頴
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

Ｃ
元
刻
二
、
並
び
に
整
屋
。
に
あ
る
。

回
完
二
十
八
犬
謡
三
ヽ
専
八
本

二
無
年
月
、
説
経
豪
本

に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

几
５
．
ｊ
１
や
９
ｔ
．
。
ｊ
″
丿
Ｃ

　

ｙ
ｊ
Ｊ
屯
ア
ー
２
．
－

　

一
乾
認
年
（
溜
乙
郭
忠
竺
値
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咬
憲
宗
七
年
（
Ｊ
摯
言
″
に
あ
わ
・

　

づ
乾
徳
六
久
賜
八
）
袁
岑
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
清
災
護
命
経
』
し
木
、
『
突
得
道
紅
』

　

一
本
は
、
並
に
宋
太

『
道
徳
経
』
は
左
の
如
く
唐
刻
昶
｀
宋
刻
一
｀
元
刻
二
｀
計
八

　
　

平
興
國
五
年
（
Ｊ
Ｊ
九
゛
の
も
の
で
ヽ
前
記
の
長
安
の
『
常
清
浄

本
が
あ
る
。

　

Ａ
唐
刻
五

　
　

う

　
　

一
１
　
餌
龍
興
観
二
本

(三)(二)(

　

・
景
龍
二
年
（
溜
八
）

う

蕊
二
１
　
詔
三
）

易
謳
玄
宗
御
注
本

　

開
元
二
十
六
年
（
四
魂
八
）

邪
豪
玄
宗
御
注
本

　

開
元
二
十
七
年

『
常
清
浄
経
』
に
は
左
の
三
本
が
あ
る
。

　
　

一
後
梁
ほ
明
二
年
（
遥
九
）
浦
川
に
あ
り
・

　
　

づ
宋
杢
に
興
國
五
年
（
鵠
九
）
長
安
に
あ
り
・

経
』
と
同
じ
一
石
に
あ
る
。

『
北
方
貢
武
経
』
一
本
ヽ
宋
元
符
二
年
（
迂
石
登
封
に
あ
凡

『
九
幽
抜
罪
心
印
妙
経
』

　

一
本
、
宋
崇
亭
元
久
居
　
　
）
靉

に
あ
り
。

『
昇
玄
経
』

　

一
本
、
元
憲
宗
七
年
（
Ｊ
匹
七
三
原
に
あ
る
。

『
日
用
妙
経
』

　

一
本
、
元
至
正
十
二
年
（
潔
言
愁
屋
に
あ
’
・
・
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『
洞
玄
経
』

　

一
本
、
年
月
閥
、
長
安
に
あ
る
。

　
　
　
　

こ
の
外
に
『
黄
庭
経
』
『
壁
飛
経
』
等
、
及
び
趙
孟
額
所
書

　
　
　

の
一
切
道
経
の
如
き
、
多
く
帖
本
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
後

　
　
　

人
の
摸
刻
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
。
葉
昌
熾
曰
く
「
憚
経
の
精

　
　
　

な
る
も
の
は
皆
大
字
に
し
て
碑
な
る
も
の
多
し
。
道
経
の
精
な

　
　
　

る
も
の
は
、
皆
小
楷
に
し
て
帖
な
る
も
の
多
し
」
と
。
賓
に
そ

　
　
　

の
と
ほ
り
で
あ
る
。

　
　
　

⑩
長
安
碑
林
に
存
す
る
唐
賞
際
寺
主
懐
憚
法
師
碑
の
陰
に
刻
す
。
『
金
石

　
　
　
　

蔡
編
』
巻
一
百
二
十
四
參
照
。

　
　
　

◎
佛
敦
の
『
摩
利
支
天
紺
』
の
次
に
刻
し
、
前
に
黄
帝
問
道
廣
成
子
像

　
　
　
　

が
あ
る
。
『
金
石
華
編
』
倦
一
百
二
十
四
參
照
。

　
　
　

⑩
唐
刻
『
道
徳
鰹
』
の
三
は
易
噺
の
龍
興
親
に
存
す
る
。
景
龍
、
景
扁

　
　
　
　

の
二
本
は
碑
で
あ
っ
て
陽
に
『
道
紺
』
を
陰
に
『
徳
紺
』
を
刻
し
て

　
　
　
　

居
り
、
開
元
二
十
六
年
の
御
注
本
は
奉
勅
建
の
八
面
の
隷
に
刻
せ
る

　
　
　
　

も
の
で
あ
る
。
焦
山
本
は
江
蘇
泰
州
城
壁
よ
り
登
俐
せ
ら
れ
て
定
慧

　
　
　
　

寺
に
移
さ
れ
た
憧
で
あ
る
。
何
れ
も
貴
重
な
道
徳
紺
テ
キ
ス
ト
と
し

　
　
　
　

て
老
子
研
究
者
に
注
意
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

（
関
防
西
省
愁
萬
噺
の
東
南
三
十
支
里
、
終
南
山
に
檎
戮
あ
り
。
古
、
。
尹

　
　
　
　

喜
の
居
り
し
謐
蹟
と
せ
ら
れ
、
唐
宋
以
来
、
道
敦
の
霊
地
と
せ
ら
れ

　
　
　
　

来
っ
た
。
此
に
あ
る
誕
紘
蚕
は
道
徳
紺
五
千
言
を
誕
け
る
所
と
傅
へ

　
　
　
　

ら
る
。
道
数
開
係
の
元
碑
少
な
か
ら
す
（
石
墨
鎬
華
、
城
南
遊
記
、

　
　
　
　

西
安
府
志
等
參
照
）
。

　

醤
方

　

醤
方
２

る
。
刻
経
・
造
像
を
な
し
、
以
て
扁
を
求
む
る
も
の
と
は
同
く

な
い
が
、
然
し
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
功
徳
を
な
さ
ん
と
し
た
も

の
も
あ
る
。
北
斉
都
邑
師
道
興
治
疾
方
（
武
子
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

の
如
き
は
、
造
像
記
と
同
じ
く
一
石
に
刻
ん
で
ゐ
る

口

入Eに／

橋
・
堅
井
に
多
く
佛
像
を
刻
み
、
普
く
衆
生
を
度
す
る
事
業
を

以
て
、
佛
法
の
慈
悲
に
託
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
と
同
じ
性
質
の

も
の
で
あ
る
。
唐
の
孫
思
遡
は
『
千
金
方
』
を
著
は
し
、
人
命

は
至
重
に
し
て
千
金
よ
り
も
貴
し
と
云
ふ
意
味
か
ら
「
千
金
」

と
そ
の
習
方
を
名
け
た
。
然
し
道
興
碑
は
賓
に
孫
思
避
の
書
の

以
前
に
あ
っ
て
、
已
に
「
千
金
秘
方
」
の
語
が
あ
る
。
孫
１
　
避

の
書
名
は
賓
は
営
時
の
成
語
か
ら
取
っ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
。

　

耀
瓢
（
怒
に
三
石
（
年
月
及
び
標
題
な
し
）
が
あ
っ
て
、
孫
思

忽
・
。
千
金
方
』
な
り
と
相
傅
へ
て
ゐ
る
。
道
興
碑
に
見
ゆ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

が
あ
っ
て
、
存
字
閥
文
皆
同
じ
で
あ
る
。
何
人
の
所
刻
で
あ
る

か
を
知
ら
ぬ
。
桂
林
の
劉
仙
巌
に
は
宋
の
呂
滑
所
刊
の
『
養
利

方
』
（
宣
和
四
年
Ｊ
芦
ご
が
あ
る
。
ま
た
『
操
古
録
』
は
金
末

に
『
鍼
灸
方
残
刻
』
（
無
年
月
）
を
録
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
地
を
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記
し
て
ゐ
な
い
し
、
か
つ
其
果
し
て
金
刻
な
り
や
否
や
も
明
か

で
な
い
。
此
類
に
似
た
も
の
で
、
未
だ
著
録
せ
ら
れ
て
ゐ
ぬ
も

の
も
、
恐
ら
く
少
く
な
い
で
あ
ら
う
。

図
洛
陽
龍
門
の
薬
方
洞
に
存

　

す
る
も
の
・
金
石
草
編
Ξ

　
　

Ｌ

　

五
（
道
興
造
像
記
べ
八
瓊

　

藻

　

室
金
石
補
正
二
〇
等
參
照
。

⑩
「
金
石
華
編
」
の
所
況
に

　

よ
っ
Ｌ
ｌ
－
ｉ
>
の
で
あ
ら
う
が

　

洪
順
位
は
、
明
慶
隆
六
年

　

耀
州
所
刻
千
金
賓
要
石
本

　

井
び
に
孫
員
人
千
４
方
刻

　

本
を
も
っ
て
龍
門
の
治
疾

　

方
に
對
校
す
る
に
一
も
同

　

じ
き
者
な
し
。
金
石
革
編

　

に
「
存
字
閥
文
悉
同
」
と
云

　

へ
る
所
以
が
わ
か
ら
ぬ
と

　

述
べ
て
ゐ
る
（
乎
津
蹟
碑

　

記
ヨ
）
。
囚
み
に
孫
息
急

　

傅
は
唐
書
隠
逸
傅
に
収
む
。

耀
嘸
の
五
塵
山
は
孫
思
迦
隠
棲
の
地
と
し
て
種
々
の
逍
蹟
が
存
し
、

孫
侭
人
に
関
係
付
け
'
｡
■
y
Ｓ
”
れ
･
ｒ
-
碑
刻
も
少
く
な
い
。
金
石
華
編
倦
四

十
九
「
太
宗
賜
孫
鰐
人
頌
」
、
「
孫
思
鴉
輛
壽
論
」
の
項
、
ま
た
喬
世
寧

　

輯
「
五
蚕
山
志
」
（
嘉
靖
耀
州
志
所
牧
）
等
參
照
。

　

格
言

　

古
人
の
嘉
言
を
録
し
て
以
て
籤
戒
を
昭
か
に
す
る
も

の
を
格
言
と
云
ふ
。
上
述
の
経
文
を
節
録
せ
る
諸
刻
、
帥
ち
唐
の

洛陽龍門斉武平六年造像記と薬方14）第十四a(Fig

李
陽
氷
（
易
諏
卦
）
、
宋
の

司
馬
光
（
易
家
人
）
、
張
拭

（
諭
語
問
政
篇
）
等
の
書
く

所
の
も
の
ｘ
如
き
は
、
皆

・
響
ｔ
（
魏
即
）
・

こ
の
外
に
も
同
じ
様
だ
も

の
に
、
宋
人
１
　
の
左
の
如

き
も
の
が
あ
る
。

　

李
宗
篆
書
、
韓
愈
五
篇

　

（
嘉
砧
八
年
建
言

　

長
安
に
あ
り
。

　

朱
協
極
書
、
中
庸
格
言

　

＾
紹
定
五
年
Ｊ
争
ご
松

　

江
に
あ
り
。

　

張
安
國
書

　

漢
・
疏
廣
戒
子
弟
語

　

二
本
。
一
は
臭
瓢
に
あ

つ
て
淳
砧
元
年
（
Ｊ
啓
一
）
ヽ
一
は
営
塗
に
あ
つ
て
淳
砧
六
年

（
Ｊ
ｒ
）
陳
湊
素
・
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張
安
國
書

　

唐
・
盧
坦
對
杜
黄
裳
語

　

二
本
。
一
は

あ
っ
て
無
年
月
。
一
は
臭
邸
に
あ
っ
て
慶
元
二
年
（
　
１

五一

衡
陽
に

九紀
六一
｀ブ

ま
た
元
の
陳
堅
輯
『
太
上
感
庶
篇
注
祥
』
（
至
正
４
　
二
年
四

　
　
一
丁
あ
長
ヽ
こ
れ
は
完
全
に
勧
善
の
書
で
あ
る
。

⑩
仇
山
村
の
趾
を
有
し
、
ま
た
後
に
は
勧
善
二
十
六
事
、
懲
悪
一
百
七

　

十
事
を
列
車
し
て
ゐ
る
。
そ
の
石
は
も
と
湖
山
堂
に
あ
り
、
今
は
抗

　

州
府
學
に
存
す
。

　

書
目

　

書
目
の
刻
石
あ
る
は
殆
ん
ど
宋
以
後
に
始
ま
る
も
の

と
考
へ
る
。
房
山
の
遼
雲
居
寺
績
秘
蔵
石
経
塔
記
（
天
慶
八
年

第
十
五
置
（
Ｆ
ｉ
ｅ
.
　
１
５
）

　
　

澄
雲
居
寺
績
砧
蔵
石
紺
塔
記

Ｊ
Ｊ
と
の
如
き
は
、
後
に
毎
次
の
辨
総
目
録
を
列
し
、
毎
４
　

巻
を
一
峡
と
な
し
、
千
字
文
で
編
胱
し
て
ゐ
Ｗ
。
蔵
経
目
録
の

大
観
を
な
す
と
共
に
所
刻
の
経
の
編
目
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
た
ゞ
其
目
を
鉄
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
だ
け
で
は
な
に
い
の
で

あ
る
。
是
は
か
の
唐
石
経
の
後
に
十
二
経
の
目
及
び
其
巻
数
字

数
を
載
せ
て
ゐ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。

　

専
ら
書
目
を
刻
せ
る
も
の
に
は
、
大
原
の
宋
太
宗
書
庫
記

（
宋
・
大
中
詳
符
四
年
Ｊ
Ｊ
一
）
、
杭
籍
の
西
湖
書
院
重
整
書
目
記

（
元
・
泰
定
元
年
H
I
　
ｕ
ｓ
）
、
諸
城
の
密
州
重
修
廟
學
碑
（
元
・
至

‐
墜
匪
鼎
拝
趣
蛤
貳

　

正
十
年
丿
匹
０
　
の
如
き
が
あ
り
、
皆

そ
の
目
を
碑
陰
に
列
し
て
ゐ
る
。
そ

の
他
、
隆
子
の
程
珪
罫
建
書
核
記
（
大

徳
八
年
）
、
泳
謳
の
泳
州
儒
學
蔵
書
記

（
至
正
十
年
）
、
瓊
山
の
乾
寧
儒
學
置

書
記
（
至
正
十
一
年
）
の
如
き
も
皆
蔵

書
の
こ
と
を
記
す
碑
で
あ
る
が
、
・
そ

の
陰
に
書
目
の
お
り
や
否
や
を
知
ら

ぬ
。
こ
れ
は
蔵
書
の
散
侠
を
防
ぎ
石

に
勒
し
て
永
久
に
傅
ん
と
す
る
も
の

で
あ
『
る
。

図
拙
稿
「
房
山
雲
居
寺
と
石
刻
大
蔵
紺
」

　

第
九
章
參
照
（
東
方
學
報
京
都
第
五
珊

　

副
刊
）
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